
 

令和６年度補正予算 廃棄物資源化・処分事業 

 

１ 生ごみ資源化処理委託 

(１) 概要 

期 間：令和７年３月１日から７月 31 日まで 

処理先：横浜市鶴見区末広町２丁目１－15 Ｊバイオフードリサイクル横浜工場 

処理量：125 トン／月 

資源化：湿式メタン発酵によるバイオガス化、肥料化 

処理費：4,812,500 円／月 

別添１：Jバイオフードリサイクル リーフレット 

別添２：食品由来のＳＤＧｓ資肥料 フライヤー 

 

(２) 事業者の取引先 

民間事業者：食品リサイクル法に基づく食品関連事業者（製造、卸売、外食等） 

 

(３) 肥料の利活用 

メタン発酵後の残さをバイオ固形肥料【はまのみのり】として、肥料登録し、農家

の方に供給しているものです。 

生ごみ堆肥利用実験でご協力いただいた農家の方や南郷上ノ山公園で生ごみ堆肥

をご利用いただいた町民の方にお声がけし利用をしていただくことを考えております。 

 

２ 広域共同処理施設負担金 

可燃ごみ及び容器包装プラスチックの共同処理を逗子市と行っており、令和５年度決

算に伴い各市町の負担金額が確定し、逗子市が令和５年度中に行った焼却施設維持管理

事業の中で委託料において当初予定していなかった煙突点検調査業務委託が発生したこ

と及び実際の処理量が当初見込みより少なかったため当初原価より単価が上昇し、年度

当初予測されていた負担金清算額より上昇したため、負担金の不足分を計上。 
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会社概要

許認可情報

食品リ サイクル ＆ バイオガス発電事業
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社名

本社/所在地

設立

代表者

資本金

株主

株式会社Jバイオフ ードリ サイクル

神奈川県横浜市鶴見区弁天町3番地1

2016年8月1日

蔭山 佳秀

6,000万円

JFEエンジニアリング株式会社

J& T環境株式会社

東日本旅客鉄道株式会社

株式会社JR東日本環境アクセス

事業内容

工場/所在地

受入量

処理品目

発電量

C O 2削減量

食品リ サイクル・ バイオガス発電事業、

一般廃棄物処理業、産業廃棄物処理業

神奈川県横浜市鶴見区末広町二丁目1番5

120t/日（ 固形80ｔ + 液体40ｔ ）

一般廃棄物（ 食品廃棄物）

産業廃棄物（ 動植物性残さ・ 汚泥・ 廃酸・

廃アルカリ ）

約1,700万kW h /年

※一般家庭の約5,700世帯分の年間使用電力量相当

約7,800t-C O 2/年

一般廃棄物処分業許可証

［ 許可番号：1311号］

産業廃棄物処分業許可証

［ 許可番号： 第05620202224号］

〒2 3 0 -0 0 4 4 　 横浜市鶴見区弁天町３ 番地１

TEL： 0 4 5 -5 0 5 -7 8 4 5    FAX ： 0 4 5 -5 0 5 -7 4 6 7

U RL： h ttps://w w w .j-b io .co .jp / ウェブサイト はこ ちら

2023.5

https://www.j-bio.co.jp/


首都圏アクセスの要衝、横浜・ 鶴見にプラント 立地

食品廃棄物を 多く 排出する 首都圏で 、アク セス 良好な 京浜

エリ アの横浜・ 鶴見にリ サイ ク ルプ ラ ント が立地し て います。

首都圏アクセス好立地

リ サイク ル対象品を確実に処理

①JFEグループ内の事業用地に立地　 ②プラント 敷地内、施設

内随所に高感度監視カメ ラ 設置 ③遠隔操作による常時監視

体制によって、盗難等を未然に防止し ます。

ト リプルセキュリ ティ

確実なリ サイク ル

食品廃棄物を焼却処分し ないこ と でC O ₂排出量を削減

微生物の働きで食品廃棄物から バイオガスを生成し 、その燃焼

によって電力を創出しリ サイクルし ます。食品廃棄物の潜在エネ

ルギーを引き出す「 もったいない」を大切にし た事業展開です。

地球環境にやさ し い

食品リ サイク ル

工場から 出る廃棄物も サーマルリ サイク ルや肥料へ

有機物はバイオガス発電、容器プラスチック等はサーマルリ サイ

ク ルによってエネルギー回収し ます。また、発酵残さ は肥料化、

使用し た水は工場内で再利用し ます。工場から 出る廃棄物を減

らし 、地球環境にやさし いリサイクルを実現します。

リ サイク ル率

100% に向けて

大手2社のグループが協働し 一貫し たサービスを実現

食品廃棄物の収集・ 運搬 ～ リ サイクル処理 ～ 売電・ 電力供給

まで 、ワン スト ッ プ で事業を 展開し 、排出事業者様のC S R の

取り 組みをサポート し ていきます。

安全・ 安心の大手事業体

信頼のワンスト ップ

５つの特長

地球環境にやさ し い、排出事業者様にも やさし い － 100％リ サイクルへ

事業内容

※「 創電割」 …廃棄物処理＋電力供給サービス

Ｊ バイオフ ード リ サイクルは、微生物

の働き（ メ タ ン 発酵）によって、食品

廃棄物から バイ オガスを 発生さ せ、

再生可能エ ネルギーと し て発電し 、

電力を 供給する サービスを 展開い

たし ます。

ま た 、ご 希望により 食品廃棄物を

弊社にお任せいただいた排出事業

者様に食品廃棄物から 得ら れた電

力を JFEグループの「 アーバンエナ

ジー」 を 通じ て還元するオプショ ン

サービス「 創電割※」 も ご用意いた

し ており ます。

調整槽

発酵槽
処理水
再利用

発酵残さ生物処理
（ 排水処理）

脱水機

水分までも

再利用

水分までも

再利用

廃プラ 等廃プラ 等

脱水汚泥脱水汚泥

サーマルリ サイ ク ル・ 肥料化へ

サーマルリ サイ ク ル・ 肥料化へ

受け入れた食品廃棄物等を破砕し 、

発酵に適し た有機物と 容器、包装紙
等を分別し ます。

前処理室

食品廃棄物等の破砕・ 分別装置2 分別し た 有機物を

水分調整し 発酵槽

に送り ます。

調整槽3

排水は生物処理さ れたのち、調整

槽の希釈水等と し て 再利用さ れ
ます。
※余剰処理水は下水放流し ます。

排水処理施設8

排出時の荷姿、内容物に関わら ず、JFEグループ

「 J&T環境」ならびにJR東日本グループ「 JR東日本
環境アクセス 」 が安全・ 安心の収集・ 運搬を 担当

いたし ます。

リ サイ ク ル資源の受入

食品廃棄物（ 一廃）、

動植物性残渣・ 汚泥・ 廃酸・ 廃アルカリ

（ 産廃）

1

排出事業者様には、再生可能エネ

ルギーを「 アーバンエナジー」を 通

じ て ご 提供する サービ ス も ご ざ

います。
詳し く は、営業担当にお 気軽に

お尋ねく ださ い。

再生可能エネルギー7

微生物の力によって

有機 物を 発 酵さ せ

バ イ オ ガ ス を 発 生
さ せます。

発酵槽4

メ タ ン 発酵によ っ て 生ま

れたバイ オガス を 、 安定

し た発電を 行え る よ う に

貯蔵し ます。

ガスホルダー5

脱水機脱水機

バイオガスを利用し て

発電を行います。

発電施設6



Jバイオ

メタン発酵

“捨てられてしまった食品”を再び“食品”へ

株式会社 Jバイオフードリサイクル
・JFEエンジGrとJR東日本Grが出資して設立した会社です。
・微生物の働きで食品廃棄物から生成したバイオガスを利用して電
力を創出します。食品廃棄物の潜在エネルギーを引き出す「もった
いない」を大切にしたリサイクル事業を展開しています。

発電

地球に優しく、肥料代も抑えられる
肥料と聞き使ってみました。
施肥にあたってはアドバイスやサポー
トもしてもらえるので大変助かりました。
作物の育ちも非常によく、食味もよく
なったので、他の作物にも試してみよ
うと思っています。

農家 / 神奈川県 藤沢市

お客様の声

肥料

農家

食品廃棄物

飲食店 食品工場

特徴

食品由来のSDGs肥料

・23日間かけて発酵してできる肥料で窒素等の肥料成分を含みます

・微生物を含む肥料なので土壌の生物性改善が見込まれます

・年間を通して栄養成分の比率が安定しています

・原料は食品廃棄物のみなので安全です

・化学肥料より安価に提供可能です



神奈川県横浜市鶴見区弁天町3番地1
TEL︓045-505-7845

成分表示および荷姿

ウェブサイトはこちら

はまのしずく
登録証はこちら

はまのみのり
登録証はこちら

農業リサイクルループ

問い合わせ先

「捨てられてしまった食品」が肥料に生まれ変わります。
この肥料が農作物を育て、また食品へと戻る、人と社会と環境をつなぐエコな取り組みです。

リサイクルの環『わ』を一緒に広げませんか︕
留意事項
・施肥方法は農地によって異なるため、ご相談・実証のうえでご利用ください。
・施用後すぐ土と混ぜるとアンモニア態窒素が土に吸着し揮散を抑制します。施用後3~7日空けてからの播種が望ましいです。
・有機物が原料のため、肥料そのものは臭気がありますが、土壌にすき込んで１日程で低減されます。
・2～3mmのスクリーンを通していますが、若干の未分解の食物繊維やプラスチック類が混入することがございます。

項目

水分
窒素全量

（内アンモニア性窒素）

リン酸全量
加里全量
炭素窒素比

荷姿（提供形態）

はまのしずく
(バイオ液肥)
96.3%
0.35%
（0.19%）

0.07%
0.14%
5

ﾀﾝｸ、ﾛｰﾘｰ車

はまのみのり
(バイオ固形肥料)

78.2%
1.4%

（0.20%）

0.53%
0.15%
7

ﾌﾚｺﾝ、ｺﾝﾃﾅ車

肥料
はまのしずく
はまのみのり

作物
環境にやさしい

廃棄
食べ残し期限切れ

肥料コストが削減できます︕
化学肥料の使用量を
削減することも可能です。

ポイント１ ポイント２
農家の皆さんの農作物を、
取引先の商業施設、

スーパー、レストラン等に紹介し、
ループ化を推進します。

飲食店、食品工場農家

発電


